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１ 監査の対象 

(1) 工 事 名   （仮称）新橋爪・五郎丸こども未来園建築工事（その１） 

         （仮称）新橋爪・五郎丸こども未来園建築工事（その２） 

(2) 所管部課   健康福祉部 子ども未来課 

(3) 対象年度   令和６年度分（一部過年度分を含む） 

 

２ 監査の期間 

令和６年９月５日から令和６年 11月 13日まで 

[本監査実施日 令和６年 11月 13日] 

 

３ 監査の場所 

犬山市監査事務局 及び 当該工事現場（犬山市橋爪東一丁目 75番地１、他６筆） 

 

４ 監査の方法 

監査にあたっては、工事の計画、設計、施工及び監理等が適正かつ効率的に行われ

ているかどうかについて、関係書類の閲覧、所管課等関係者への質問に対する回答

の聴取、現地調査等により実施した。 

なお、工事の技術的な面については、工事技術調査業務を 公益社団法人大阪技

術振興協会 へ委託した。 

 

５ 監査の結果及び意見 

４の方法により、本工事の計画、調査、設計、施工、監理・監督等の各段階におけ

る業務の実施状況について監査した結果、概ね適正に執行されていると認められた。 

監査した結果の指摘事項等は、次のとおりで、所管課へは既に口頭により伝達済

みである。 

＜指摘事項＞ 

①  令和５年８月末に委託完了した（仮称）新橋爪・五郎丸子ども未来園建設実

施設計業務について、検査調書の決裁が、部長まで必要だが課長までとなって

いた。これに付随する検査結果通知書の文書番号の暦年も、誤ったまま発行さ

れていた。また、他の起案では、決裁日が未記入のものも散見された。細かな

事項であるが、起案者始め決裁ラインの一人ひとり、最終的に起案文書等を綴

る者が、各々の立場において細部まで確認して事務をするようにされたい。 

②  令和５年度の工事監査結果でも指摘したが、市の所有備品等に係る借用書の

取扱いについて、報告書で述べた内容が十分活かされていなかった。申請者、

来庁者（借用書持参者）、来庁者と申請者との関係、本人確認方法、交付・返

却予定時期、返却確認日、応対職員名など、借用備品等に係る相互の受け渡し

状況が判るよう借用書に記録されたい。 
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＜意見＞ 

①  この工事に関連し、二酸化炭素排出抑制対策に係る環境省所管補助金の交付

申請書作成支援等業務の委託がなされている。その関係資料を確認したとこ

ろ、起案文書に添付されていた契約約款が、袋綴じされた契約書には綴られて

いなかった。市の「契約の手引き」には「契約約款は、契約書に必ず添付する

ものではありません」とされているが、その前提は「契約書自体にすでに契約

条項を定めている場合」であり、仮に内容が重複しても、やはり添付するよう

にされたい。 

 

なお、工事に係る技術的な面の詳細については、公益社団法人大阪技術振興協会か

ら提出のあった「工事技術調査結果報告書」のとおりで、所管課等は当該報告書で指

摘等された点を了知するとともに、改めて全体的な確認を行い、本工事関連業務を適

正かつ効率的に執行されたい。 

併せて、今後、新設・改修にかかわらず大規模な工事の施工を行うこととなる課に

あっては、とりわけこの報告書の記載事項について留意されたい。 

 



3 

 

 

 犬山市 

 令和６年度 

 工事技術監査結果報告書 

 令和７年１月１４日 

公益社団法人 大阪技術振興協会 

 技術士（建設部門・総合技術監理部門）松谷 孝広 

 

 

 

   監査実施日：令和６年１１月１３日（水） 

 

   場   所：犬山市役所監査事務局及び工事現場 

 

   監査執行者：犬山市監査委員   （識見）     髙木 正章    

         犬山市監査委員   （議選）     畑  竜介 

 

 

   監査立会者：監査事務局職員      

                    

 

 

 

 

 

            監査対象工事 

（仮称）新橋爪・五郎丸子ども未来園建築工事（その１） 

（仮称）新橋爪・五郎丸子ども未来園建築工事（その２） 
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１ 工事内容説明者 

監査出席者     

施設担当者   健康福祉部 こども未来課職員 

工事詳細    都市整備部 都市計画課職員  

 

    工事受注者 

◇建築工事 

矢作建設工業・シンエイライフ特定建設工事共同企業体   

 

 

 

 

２ 工事概要 

  多様化する保育ニーズへの対応と、効率的・効果的な施設整備の充実を図るため、

令和元年 11 月に「子ども未来園施設整備 10 ヶ年計画」を策定している。 

橋爪子ども未来園、五郎丸子ども未来園の２つの園は、市の中西部に位置する橋爪・

五郎丸地区内にあり、地区計画が定められている。 

地区計画では、２園が所在する場所は、公園用地として決定しており、同地区の整備

が進んできたことで、優先的に整備を図る園として「子ども未来園施設整備10ヶ年計

画」で定めている。 

橋爪子ども未来園（昭和55年建築）、五郎丸子ども未来園（昭和47年建築）は、共に

設置から40年以上経過し、老朽化が進んでいる。 

以上のことから、橋爪子ども未来園と五郎丸子ども未来園の２つの園を統合し、より

よい保育環境を整備するために、「橋五子ども未来園」を施工する。 
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(1) 工事場所  犬山市橋爪東一丁目 75番地１ 他６筆 

 

(2) 工事内容 

◇建築工事（その１） 

主要用途：保育園 

敷地面積：5,948.28㎡（1,799.35坪） 

建築面積：2,814.24㎡ 

延床面積：2,533.31㎡ 

構造・階数：園舎RC造 地上1階＋塔屋1階 

地盤改良工事：スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法(基礎直下) 

基礎種別：独立フーチング基礎 

その他：駐車場屋根 S造、横断歩道屋根 S造、野外倉庫 RC 造、 

パーゴラ アルミ造、駐輪場 アルミ造 地上１階（共通） 

◇建築工事（その２） 

【うちZEB関連工事】 

〇ZEB関連建築工事：断熱材（屋根・外壁等）、木アルミ複合建具、 

複層Low-Eガラス 一式 

〇ZEB関連電気設備工事：受変電設備（変圧器）、 

電力貯蔵設備（リチウムイオン蓄電システム）、太陽光設備、 

中央監視設備（中央監視盤・リモート盤） 一式 

〇ZEB関連機械設備工事：空調機器設備（室外機・室内機）、 

換気機器設備（全熱交換器等） 一式 

 

(3) 工事受注者 

◇建築工事（その１及びその２） 

矢作建設工業・シンエイライフ特定建設工事共同企業体 

                      【第１回目で落札】 

   「一般競争入札３者 予定価格事後公表 電子入札」 

                            【設計価格の 85.87%】 

                           

(4) 設計及び工事監理 

◇建築工事（その１）         

◇建築工事（その２） 

設  計：株式会社安井建築設計事務所名古屋事務所  

工事監理：株式会社安井建築設計事務所名古屋事務所 

 

(5) 財源区分 

  国庫補助率（7.8%）市費率（20.1%）起債充当率（72.1%） 

※予算ベース （その１）（その２）の合算  

 

 

各工事とも同じ 
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(6) 事業費  

◇建築工事（その１） 

設計金額（税込）1,350,147,191円  

請負金額（税込）1,159,356,523円（うち消費税及び地方消費税 105,396,866円） 

  落札率：85.87％ 

第１回変更後契約金額  1,161,774,900円 変更契約日 ：令和 6年 8月 5日 

第 2回変更後契約金額  1,148,555,100円 本変更契約日：令和 6年 9月 2日 

◇建築工事（その２） 

設計金額（税込）167,852,809円  

請負金額（税込）144,134,477円（うち消費税及び地方消費税 13,103,134 円） 

  落札率：85.87％ 

第１回変更後契約金額 157,353,900円 

 

(7) 工事期間 

◇建築工事（その１及びその２） 

令和５年 12月 21 日から令和７年２月 28 日まで 

 

(8) 進捗状況  

◇建築工事その１（令和６年 10月末日現在） 

計画出来高 68.0％ 実施出来高 68.0％        【計画どおり】 

   （外壁仕上げ、屋根防水、内装（LGS、ﾎﾞｰﾄﾞ張）、電気工事（埋設配管、壁配管）、付

属建屋工事、施工中） 

【設計変更】 

【第１回目】仮囲いのクリアパネルの追加等 2,029,877円(税込)増額 

【第２回目】地中埋設物の撤去等 321,200円(税込)増額 

【第３回目】防火水槽採水管及び採水口の取止め等 58,300円(税込)増額 

【第４回目】ZEB補助申請の調整により空調機の設備工事の一部 

（その１）から（その２）に移管 13,219,800 円(税込)減額 

 

ZEB（ゼブ）とは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称

で、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費するエネルギーをゼロにすることを目指

した建物のことです。 

 

◇建築工事（その２） 

計画出来高 25.0％ 実施出来高 25.0％        【計画どおり】 

   （電気工事：太陽光パネル据付等、断熱工事） 

 

(9) 工事監督職員  

◇建築工事（その１及びその２） 

 

子ども未来課 
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総括監督職員 主幹            (R6.7.1～) 

主任監督職員 統括主査         (R6.7.1～) 

 都市計画課 

専任監督職員  主査補        (R5.12.5～)  

建設業法第 19条の２第２項により、受注者に監督者の書面通知は適正であった。 

 

３ 監査所見 

３－１ 書類関係 

(1) 契約保証及び前払金保証について 

ア 契約保証 

◇建築工事（その１） 

地方自治法・金銭的保証制度として、履行保証制度※１の活用が図られている。 

115,936,553円 

    【株式会社りそな銀行名古屋支店 請負金額の 10％以上】 

◇建築工事（その２） 

地方自治法・金銭的保証制度として、履行保証制度の活用が図られている。 

14,413,448円 

  【株式会社りそな銀行名古屋支店 請負金額の 10％以上】 

 

※１  履行保証制度は、「金銭的な保証」と「役務的な保証」に分けることができます。  

「金銭的な保証」は、受注者の債務不履行に伴い、発注者の経済的損失を金銭的に填

補するものです。契約保証金の納付のほか、国債等の有価証券の提供または保証事

業会社や金融機関の保証、履行保証保険、履行ボンドなどが認められています。  

 

イ 前払金保証 

◇建築工事（その１） 

前払金保証について、契約約款どおりであり適正であった。 

令和５年度分 463,700,000円 

【東日本建設業保証株式会社 請負金額の 40％以内】 

◇建築工事（その２） 

  前払金請求なく、支払いなし。 

 

(2) 入札状況について 

◇建築工事（その１）      一般競争入札  

◇建築工事（その２）          一般競争入札 

本工事は、「事後審査型一般競争入札」に付され適正に施行されていた。また、入札

は、「犬山市電子入札実施要領」の規定による電子入札で適正に執行されていた。                             

本工事の見積期間は、建設業法第 20条第３項、建設業法施行令第６条第１項３に

規定された予定価格 5,000万円以上の必要な見積期間(中 15日以上）を適正に執行さ

れていた。 
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公 告：令和５年 10月 16日 

入札参加申込：令和５年 10月 16日～令和５年 10月 31日 

入札参加登録：令和５年 10月 31日～令和５年 11月 21日 

入札等受 付：令和５年 11月 21日～令和５年 11月 22日 

開 札：令和５年 11月 24日 

仮 契 約：令和５年 12月 ５日 

本 契 約：令和５年 12月 20日 

 

(3) 契約関係書類  

◇建築工事（その１及びその２） 

工事請負契約者は、『公共工事請負契約約款』に基づき、「仮契約書（令和５年 12月

５日）」が適正に締結されていた。また、本工事の「本契約書」は、地方自治法第 96条

第 1項第 5号及び犬山市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第 2条の規定により議会の議決（令和５年 12月議会）を経て、令和５年 12月 20日

に適正に締結されていた。 

 

(4) 建設業退職金共済に関する書類 

◇建築工事（その１及びその２） 

受注者は、「建設業退職金共済制度※２」への加入がなされている。 

建設業退職金共済制度の共済証紙については、受注者から「掛金収納書」が市に提出

されており、適正であった。 

工事完成後に下請け業者に配布されているか、受払簿で協力業者への配布確認をお

願いする。 

※２建設業退職金共済制度 

 

建設業退職金共済制度（以下「建退共制度」という。）は、建設現場で働く労働者の福祉の増進と雇

用の安定を図り、もって建設業の振興に寄与することを目的として「中小企業退職金共済法」に基づき

創設された退職金制度である。 

建設業の事業主が勤労者退職金共済機構と退職金共済契約を結んで共済契約者となり、被共済者で

ある建設現場で働く労働者の共済手帳に働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、当該労働者

が建設業界で働くことをやめたときに、機構が直接労働者に退職金を支払うという業界退職金制度と

なっている。上記の目的を達成するためには、建設業を営む多くの事業主が本制度に加入するととも

に、本制度の被共済者である労働者に共済手帳が確実に交付され、共済証紙が適切に貼付されること

が必要である。 

 

(5）工事保険契約 

◇建築工事（その１及びその２） 

本工事は、労災保険、法定外労働災害補償制度※４、賠償責任保険等に受注者が加入し

ている。また、特記に記載しており、適正な管理状態であった。しかし、火災保険加入
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期間は、工期（令和７年２月 28日）までであった。保険加入期日は、工期プラス 14日

以上（検査または引渡し迄日）の確保しておくこと。 

 

３－２ 設計・積算に関する書類 

(1) 設計（その１及びその２） 

【建築設計方針】 

田園地帯に囲まれた広く豊かな敷地環境を生かし、景観と調和する大らかなフラッ

トルーフの下で、屋内外の様々な遊び・学びの場が途切れることなくつながる平屋建て

園舎の計画とする。また、本計画では愛知県初となる「フルZEB園舎 (年間一次エネル

ギー消費量の収支ゼロ)」の実現も目指しており、外壁面や屋根面の外断熱化、高断熱

サッシ・Low-E複層ガラスの採用、自然換気システム・大容量ソーラーパネル (約 80kw)

の設置など、様々な環境配慮メニューを取り入れる。 

福祉避難所としても利用される園舎は耐久性に優れたRC造を採用しつつ、天井・壁・

床・建具・家具といった随所に積極的な木質化を行うことで、ゼロカーボンシティを目

指す犬山市における新たなモデル園舎の実現を目指す。 

ア 設計図書 

設計図書は、「株式会社安井建築設計事務所名古屋事務所」にて作成していることを

確認した。 

本工事の設計図書は、適正であった。 

【建築実施設計に使用した基準、指針】 

No 図書の名称 著者 発行年月日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

公共建築工事標準仕様書 

公共建築改修工事標準仕様書 

建築設計基準 

建築構造設計基準 

官庁施設の基本的性能基準 

官庁施設の総合耐震・対津波計画基準 

(一社)公共建築協会 

(一社)公共建築協会 

国土交通省官庁営繕部 

国土交通省官庁営繕部 

国土交通省官庁営繕部 

国土交通省官庁営繕部 

令和4年5月30日 

令和4年5月30日 

令和5年3月30日 

令和3年3月30日 

令和5年3月30日 

平成25年3月29日 

 

(2) 工事積算（その１及びその２） 

【コスト縮減】 

◇建築工事 

構造形式の検討において、木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造を比較した結果、最

もコスト縮減が見込まれる鉄筋コンクリート造を採用している。 

●木造…耐火建築物とするためには燃え代も考慮した大断面集成材を使用する必要があ

るほか、ウッドショックによる木材高騰もあり、不適と判断する。 

●鉄骨造…検討時点(R4.6)では鋼材の高騰に加え、納期が長期化・不透明化しており、工

期が遅れるおそれもあり、不適と判断する。 

 

【単価･歩掛の無い場合の取扱い】 
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◇建築工事（その１及びその２） 

単価等が無い場合は専門業者からの３者見積りの最安値に適切な査定率を掛けて単価

を作成する。 

ただし、単価等がない場合であっても、既成の単価（公共単価や刊行物単価）の組み合

わせにより新単価を作成することが出来る場合は、代価表上で新単価を作成する場合も

ある。 

【数量算出・設計書の照査方法】 

◇建築工事（その１及びその２） 

実施設計書の作成にあたっては、図面等の設計図書との間に相違や脱漏がないか、入札

参加者が積算作業を行うにあたり不明確な内容となっていないか、などの観点から、設計

業務委託を受注した建築設計事務所および市の監督職員により照査を行っている。 

ア 数量算出について 

設計内訳書の数量算出は、業務委託された「株式会社安井建築事務所名古屋事務所」

によって、「建築数量積算基準」に準拠して作成されていた。 

イ 値入について 

国土交通省監修（建築コスト管理システム研究所）の「公共建築工事積算基準」及

び市販の「建築コスト情報」及び「建築施工単価」を使用し、「株式会社安井建築事

務所名古屋事務所」にて積算していた。また、「物価資料によらない場合」の原則と

して見積り業者数３者以上の徴取がなされていた。見積比較を経て、本工事の採用単

価として積算されていた。手法は、適正であった。 

【建築積算参考図書】 

No 図書の名称 著者 発行年月日 

1 

2 

3 

４ 

5 

6 

公共建築工事費積算基準（参考） 

愛知県建設副産物ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ実施要綱 

公共建築数量積算基準（参考） 

公共建築工事積算基準等資料 

建築コスト情報 

建築施工単価 

愛知県建設局 

愛知県建設局 

国土交通省官庁営繕部 

国土交通省官庁営繕部 

(財)建設物価調査会 

(財)経済調査会 

令和4年10月 

平成31年4月1日 

令和5年3月29日 

令和5年3月30日 

令和5年4月5日 

令和5年4月5日 

 

(3) 設計内訳書 

◇建築工事（その１及びその２） 

提出された「設計内訳書」をチェックしたが、内容的に問題なく適切に算出作成、整

備されていた。 

 

３－３ 施工に関する書類 

(1) 関係諸官庁への届出 

◇建築工事（その１及びその２） 

本工事の諸官庁への届出は、適正であった。 
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(2) 工事カルテ  

◇建築工事（その１及びその２） 

各工事とも工事カルテの作成と(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）のCORINS

（工事実績情報システム）登録が行われていた。関連書類は適正に整備・保管されてお

り、適正であった。 

 

(3) 設計図書の照査 

◇建築工事（その１及びその２） 

  受注者は、工事着手前及び工事途中において、自らの負担により「公共工事請負契約

約款」に基づき設計図書の照査を行う必要がある。愛知県設計照査ガイドラインに沿

い、提出確認をお願いする。 

 

(4) 工程管理及び履行報告書 

◇建築工事（その１及びその２） 

施工計画作成時に実施工程表が、提出され整備されていた。 

出来高管理として、前月までの工事施工出来高工程曲線を併記させ、工程管理を行っ

ていた。適正であった。 

 

(5) 施工計画書 

◇建築工事（その１及びその２） 

施工計画書は、本工事内容に沿って記述させ、適切に作成されていた。 

施工計画を活用し、段階確認立会い、材料承認など、監督職員の検査チェックを行い

適正に管理されていた。 

 

(6) 現場代理人、監理技術者及び主任技術者届    

◇建築工事（その１及びその２） 

現場代理人・監理技術・主任技術者届及び関係書類を確認した。 

適切であった。 

  

(7) 施工体系図及び施工体制台帳 

◇建築工事（その１及びその２） 

施工体系図及び施工体制台帳は、適時提出させ、整備・保管されていた。 

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第 15条」、「建設業法第 24条

の７」、及び「建設産業における生産システム合理化指針について」（平成 3年 2月 5日

建設省通知）より元方事業者からの下請契約を確認し適正であった。 

施工体制台帳に添付している「下請け業者への注文書」において、法定福利費を計上

しているか再確認をお願いする。 

 

(8) 工事材料関係の書類 
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◇建築工事(使用材料承諾願、試験･検査済証) 

No 使用材料 承諾願(○印) 試験･検査項目 

1 

 

2 

3 

 

4 

5 

鉄骨 

 

フレッシュコンクリート  

PC部材 

 

空調・換気設備 

受変電設備 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

超音波探傷検査、外観検査、製品検査、

受入検査 

材料試験、試験練り強度試験、受入検査 

材料試験(コンクリ材料、緊張用鋼材)、

試験練り強度試験、製品検査 

動作試験(性能、自動制御) 

絶縁試験、耐電圧試験、シーケンス試験 

 

使用資材製品届、工事材料承諾願及び工事材料確認願などは工事受注者から監督職員

に提出され、適正に整備・保管されていた。また、材料の品質を証明する使用材料調書

も受注者から監督員に適正に提出され、整備・保管されていた。適正であった。 

 

(9) 打合せに関する書類 

◇建築工事（その１及びその２） 

打合せについては、関係者協議・打合せ事項を一括してまとめ、的確に実施されてい

た。適正であった。 

 

(10) 検査及び品質管理について 

◇建築工事（その１及びその２） 

工事材料使用承諾願は、受注者業者より提出させていた。 

書面から判断して特に問題は認められない。 

 

３－４ 建設廃棄物処理及び残土に関する書類（工事監査時まで） 

◇建築工事(産業廃棄物、土捨の処理関連の管理) 

No 項   目 産 業 廃 棄 物 土   捨 

1 産業廃棄物種類 コンガラ、木くず、 

がれき類等 

建設発生土(産廃ではなく、

改良土用資材等として搬出) 

2 委託契約書(有/無) 有 有 

3 処分業許可証(有/無) 有 無 

4 収集･運搬業許可証(有/無) 有 無 

5 処分地･運搬経路図(有/無) 有 無 

6 マニフェスト管理(有/無) 有 無 

  

(1) 廃棄物処理計画書の整備、収集運搬業者及び処理業者との契約など適正に実施され

ていた。 
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(2) 産業廃棄物管理票（マニフェスト票）は、施工中で確認できなかったが「廃棄物の処

理及び清掃に関する法律」「資源の有効な利用の促進に関する法律」及び「建設工事に

係る資材の再資源化等に関する法律」などに遵守した再生資源実施計画書が提出され

ていた。 

竣工書類検査段階で、設計書、マニフェストの最終確認を行い、運搬状況写真、処分

地写真を確認するとのことである。 

 

(3) 各工事受注者は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第５条２項」に該

当する場合、工事完成後、速やかに「建設副産物情報交換システム-ＣＯＢＲＩＳ-」を

利用し、再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成していた。適正であ

った。 

  「建設副産物情報交換システム工事登録証明」（一般財団法人 日本建設情報総合

センター）登録工事ＩＤ12295202を確認した。コブリス登録証を提出させること。 

【愛知県建設副産物リサイクルガイドライン実施要綱より】 

 
 

３－５ 安全管理に関する書類 

(1) 本工事の同一敷地内の別途工事（外構工事など）を発注していた。安全衛生法第 30

条の第２項の規定に基づき、同条１項に規定する措置を講ずべき者として「特定元

方事業者」の指名しておくこと。  

 

(特定元方事業者等の講ずべき措置)  

第三十条 

特定元方事業者は、その労働者及び関係請負人の労慟者の作業が同一の場所において行

われることによって生ずる労働災害を防止するため、次の事項に関する必要な措置を講

じなければならない。 

2 特定事業の仕事の発注者(注文者のうち、その仕事を他の者から請け負わないで注文し

ている者をいう。以下同じ。)で、特定元方事業者以外のものは、一の場所において行な

われる特定事業の仕事を二以上の請負人に請け負わせている場合において、当該場所に

おいて当該仕事に係る二以上の請負人の労働者が作業を行なうときは、厚生労働省令で

定めるところにより、請負人で当該仕事を自ら行なう事業者であるもののうちから、前

項に規定する措置を講すべき者として一人を指名しなければならない。一の場所におい

て行なわれる特定事業の仕事の全部を請け負った者で、特定元方事業者以外のもののう

ち、当該仕事を二以上の請負人に請け負わせている者についても、同様とする。  

(2) 施工計画書より安全管理のための組織図、緊急時連絡体制図など整備されていた。 
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(3) 作業所での朝礼や職長ミーティング、ＫＹＴ（危険予知訓練）記録など安全管理に対

する書類は適正であった。 

すべてを確認することができなかったが、作業員への安全管理は、ミーティングで周

知徹底しているとのことである。 

◇建築工事（その１及びその２） 

(工事管理記録、安全管理標識掲示：実施中項目に□印) 

工事管理記録 安全管理の会議・現場での標識掲示 

日報・週報・月報 

品質管理・出来型管理・納品管理 

ｸﾞﾘｰﾝ購入法適合製品の購入 

打合せ簿・指示書・実施工程管理表 

工事写真帳・ 

朝礼・安全会議記録 

安全パトロール記録 

新規入場者教育ノート 

建設業許可票・労災保険成立票 

施工体制体系図・緊急連絡体制図 

建設業退職金共済制度適用事業主現場標識 

 

 

４ 現場施工状況調査における所見 

現場は、分かり易い「工事概要看板」を掲示していた。 

(1) 現場事務所及び工事現場は、資材等が整然とし良く管理できた状態であった。品質 

の適切性が確認できた。 

 

(2) 掲示物（建設業許可票）記入に際し、「専任」を修正すること。 

 

 

(3) Ｕ字溝の荷下ろし時、作業員にトラック荷台への「昇降設備」を使用させること。 
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５ 技術監査全般                              

工事を通じて、各種届出書や施工計画など、工事着手から監査時までの書類は良く整

備されていた。監督職員の工事受注者への適切な指導の表れと思われる。 

現場は、非常に整理整頓がなされ管理が行き届いていた。 

今回は、サンプリング調査であったため、細部まで確認することはできなかったが、

細かい所まで現場工事管理は、徹底、指導がなされていた。 

施工及び管理は、書類はもとより、現場での工事監理が大切である。 

本工事は、保育園としての特殊性のある建築物である。幼児等の目線での設計段階で

気付かない角・隅部等、安全面の再確認をお願いしたい。 

年末、年始と工事繁忙期となる。作業員が忙しさのあまり事故が多くなるため、より

一層の安全管理に努めて頂きたい。 

工事完成まで気の緩みなきよう、今以上の安全管理及び品質管理の徹底指導を行い

無事故、無災害で完成をお願いする。   

以 上 

 
文書中の 

・・・・・部分は、留意事項 

・・・・・部分は、提案及び要望事項 

 


